事例提出について
１、提出する事例
介護支援専門員に対する自らの指導実践を振り返り、地域づくりに向けた課題の把握やその改善・指導の実践に関する分析・評価を行うことを目的に事例検討を行います。以下７つの領域において、主任介護支援専門員として介護支援専門員に対して指導・支援を行った事例（※自身のケースではありません）の提出をお願いします。例年、提出事例が少なく、演習に支障をきたしております。特に「⑦社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例」「⑧状態に応じた多様なサービスが必要な事例」について少ない傾向にあります。できるだけ多くの領域において、ご提出いただきますようご協力をお願いします。
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ番号
	領　域
	提出部数

	②
	リハビリテーション及び福祉用具の活用に関する事例
	1部

	③
	看取り等における看護サービスの活用に関する事例
	1部

	④
	認知症に関する事例
	1部

	⑤
	入退院時等における医療との連携に関する事例
	1部

	⑥
	家族への支援の視点が必要な事例
	1部

	⑦
	社会資源の活用に向けた関係機関との連携に関する事例　　　　　　　 　　
	1部

	⑧
	状態に応じた多様なサービス（地域密着型サービス、施設サービス等）の活用に関する事例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            
	1部


２、提出する書類

介護支援専門員に対して指導・支援を行った内容について、事例概要シートを作成し提出して下さい。「事例概要シート」は、当協会ホームページよりダウンロードできます。必要枚数を印刷してご利用ください。
研修会のご案内⇒介護支援専門員指定研修⇒主任介護支援専門員更新研修⇒事例概要シート
　
３、提出締め切り日　令和５年７月２４日（月）必着
４、注意事項

（１）提出数に定めはありませんが、経験を有するものは全てご提出ください。
（２）提出が少なく演習が実施できない場合は、再提出を依頼することがあります。

（３）提出された事例は、グループワークで使用します。
（４）個人が特定されないよう、マスキングするなど、個人情報の取扱いにご注意ください。

（５）事例の提出は必須です。現在、実務に従事していない方であっても、実務に従事していた時の事例をご準備ください。事例の提出が出来ない場合は、受講できません。
（６）実際に研修で活用する事例に関しては、事務局で調整後、改めてお知らせいたします。
